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要　旨

岩殿丘陵西縁部の帰属不明の砂質シルト岩試料の堆積
年代を明らかにするために，珪藻化石分析を行った．分
析した試料からは，珪藻化石帯NPD4A帯（Denticulopsis 
lauta帯）を特徴づける珪藻化石が産出するため，年
代は中期中新世前期と判断される．また，Cavitatus 
lanceolatusを産することから，本試料の年代は生層準
D41.5（Cv. lanceolatusの 初 産 出：15.6 Ma）–D43.2（Cv. 
lanceolatusの終産出：15.2 Ma）の区間に限定される．珪
藻化石層序に基づくと，本試料は比企層群荒川層の上部
か市ノ川層に対比される．

１．はじめに

埼玉県の中央部に位置する比
ひ き

企丘陵と岩殿丘陵（第1
図）には海成の中新統が分布している（例えば，小池ほか，
1985；間嶋，1989）．高橋・柳沢（2004）は微化石層序に
基づく複合年代層序を検討し岩相層序の再検討を行い，
この地域の中新統を下位より比企層群と都

と き

幾川
がわ

層群にま
とめた（高橋，2008）．比企層群は比企丘陵と岩殿丘陵の
北縁を流れる都幾川とその支流沿いに分布し，下位より，
小
こ ぞ の

園層，荒川層，市
い ち の か わ

ノ川層に区分される（高橋，2008；
栗原・柳沢，2015；荒井・原田，2015）（第2図）．都幾
川層群は岩殿丘陵では下位より神

ご う ど

戸層，根岸層，将
しょうぐんざわ

軍沢
層，鳩山層，今

いまじゅく

宿層に区分される（栗原ほか，2003；高橋，

2008）（第2図）．比企層群は都幾川層群最下部の神戸層
基底によって不整合に覆われ（栗原・柳沢，2015；荒井・
原田，2015），この不整合は約15 Maに形成された広域不
整合と考えられている庭谷不整合に対比されている（高
橋・柳沢，2004）．

従来，岩殿丘陵では北縁部を除き比企層群に相当する
地層は分布しないと考えられていたが，近年，岩殿丘陵
西縁部において，市ノ川層や荒川層に岩相が類似した地
層が報告されるようになった（原田，2009）．筆者が行っ
た5万分の1地質図幅「川越」作成のための地質調査でも，
岩殿丘陵の西縁部に市ノ川層と岩相が類似する礫岩層と
砂岩層が分布することが確認された．原田（2009）では年
代の指標となる化石は報告されておらず，また，筆者に
よる調査でも年代の指標となる化石の産出を確認できな
かったため，これらの地層の年代と帰属については不明
であった．

北西太平洋地域の珪藻化石層序は前期中新世後期～中
期中新統前期に数多くの生層準を持つため，この年代区
間では特に高時間分解能で年代層序を検討することが可
能である（Yanagisawa and Akiba，1998）．比企層群と都
幾川層群においても，珪藻化石層序が年代層序を構築
するために極めて重要な役割を果たしてきた（堀内・柳
沢，1994；栗原ほか，2003；高橋・柳沢，2004）．さらに，
帰属不明の試料においては，その堆積年代を決定し両層
群への帰属を明らかにするためにも有用であり，例えば
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関東平野地下の温泉ボーリングのカッティングス試料の
分析でも利用されている（例えば，納谷ほか，2013）． 

原田（2009）が報告した露頭のうち，越
お ご せ

生町六
ろ く じ ぞ う

地蔵の
露頭（第3図）ではシルト岩が観察され，原田（2009）はこ
の岩相は荒川層に類似すると考えた．シルト岩からは珪
藻化石が産出する可能性が高いが，残念ながら現在この
露頭は観察不可能である．本研究では，岩殿丘陵にお
ける比企層群の有無を検証することを目的として，原田

（2009）によってこの露頭から貝化石と一緒に採取された
岩片に含まれる珪藻化石を検討した．その結果，この試
料の年代を制約する知見が得られたので報告する．

２．試料と方法

原田（2009）によって貝化石が報告された越生町六地蔵
の露頭（第3図）において，貝化石と一緒に採取された2
個の細粒砂を含む砂質シルト岩片（no.1，no.2）を分析試
料とした．両試料は露頭から直接採取されたものであり，
両試料の採取層準はほぼ同一である．

試料の処理は基本的には納谷ほか（2009）の手法Aに
従って行った．ただし，懸濁液は大豆大（0.5 cm3 程度）
の砂質シルト岩片を瑪瑙乳鉢で軽くつぶした試料を用い
て作成した．封入材にはMountmedia（富士フイルム和光
純薬株式会社）を用いた．

検鏡は倍率1000倍の生物顕微鏡（ニコンECLIPSE E80i，
対物レンズPlan Apo VC 100 × : 1.40 N.A.）を用いて行い，

視野に出現した分類群の殻数を記録し，合計100殻にな
るまで計数した．100殻計数した後に，さらに広い範囲
を検鏡して，化石帯の認定に重要な分類群の有無を確認
した．Chaetoceros属の休眠胞子については，珪藻殻の計
数時に視野のなかに認められた数を別途計数した．珪藻
化石帯区分と生層準は，Akiba（1986）とYanagisawa and 
Akiba（1998）のNPDとDコードを用いた．生層準の年代は
Watanabe and Yanagisawa（2005）を用い，Raffi et al.（2020）
の地磁気極性年代尺度に合わせて調整された柳沢（2021）
の年代値を参照した．

３．結果

両試料の分析結果を第1表に示す．産出した主な珪
藻化石の顕微鏡写真を図版1にまとめた．両試料とも，
Thalasionema spp.（T. nitzschioides, T. cf. nitzschioides, T. 
cf. hirosakiensisを一括してここに含めた）とActinocyclus 
ingens f. planusが多く産出し両分類群が50 %以上を占め
る．Denticulopsis lautaとD. ichikawaeが共存し，D. hyalina
を含まないことから，NPD4A帯に属すると判断される．
さらに，Cavitatus lanceolatusを産することから，D41.5（Cv. 
lanceolatusの初産出：15.6 Ma）–D43.2（Cv. lanceolatusの
終産出：15.2 Ma）の区間に限定される．

４．考察

高橋・柳沢（2004）は岩殿丘陵北側の都幾川沿いの都

第1図  岩殿丘陵と比企丘陵の位置．地質図は杉山ほか（1997）に基づく．

Fig.1   Locality map of the Iwadono and Hiki Hills in the Kanto Plain. Map after Sugiyama et al. (1997).



− 139 −

岩殿丘陵西縁部の珪藻化石年代（納谷）

第2図   比企層群と都幾川層群および六地蔵の砂質シルト岩の珪藻化石年代．地磁気極性年代尺度はRaffi et al.（2020）に，
珪藻化石帯および生層準はAkiba（1986），Yanagisawa and Akiba（1998）に従い，Watanabe and Yanagisawa（2005）で
改訂された年代値に基づく．

Fig.2  Diatom biochronology of the Hiki and Tokigawa groups and the sandy siltstone collected from Rokujizo, Ogose Town, 
Saitama Prefecture. Diatom zonation, biohorizones and ages follow Akiba (1986) and Yanagisawa and Akiba (1998), 
and are partly revised by Watanabe and Yanagisawa (2005).

第3図  埼玉県越生町六地蔵付近の珪藻分析試料の
採取位置．基図には国土地理院のweb版地理
院地図を利用した．

Fig.3  Map showing the locality of diatom samples at 
Rokujizo, Ogose Town, Saitama Prefecture, Japan. 
The base map is digital map images published 
from the website of the Geospatial Information 
Authority of Japan.
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幾川セクションと槻川セクションの珪藻化石年代を検討
し、比企層群荒川層と市ノ川層の境界がNPD4A帯中部の
生層準D43（D. okunoiの終産出層準：15.4 Ma）付近に，最
上部の市ノ川層の上限が，NPD4A帯の生層準D43.2（15.2 
Ma）付近，おそらくはD43.2よりも上位に位置づけられ
ることを示した（第2図）．荒川層の下限の年代は不明だ
が，少なくとも生層準D33（16.7 Ma）からD35（16.4 Ma）
の区間を含むことが示された（栗原ほか，2003；高橋・
柳沢，2004）（第2図）．一方，岩殿丘陵の都幾川層群下
部の根岸層や将軍沢層からは，NPD5B帯に属する珪藻化
石が報告されている（栗原ほか，2003）（第3図）．

六地蔵の2試料の珪藻年代はD41.5（15.6 Ma）～ D43.2
（15.2 Ma）であり，珪藻化石層序に基づけば，比企層群
荒川層最上部と市ノ川層に対比される（第2図）．この結
果は，岩殿丘陵の西縁部においても比企層群に属する地
層が分布することを明確に示している．ただし，両試
料には生層準D42（D. okunoiの初産出）とD43（D. okunoi
の終産出）を規定するD. okunoiが産出しないため，生層
準D41.5（Cv. lanceolatusの初産出）～ D42と生層準43 ～
D43.2（Cv. lanceolatusの終産出）のどちらにも対比が可能

であり（第2図），珪藻化石層序から荒川層と市ノ川層へ
の帰属を判断することは困難である．

今回分析した試料はいずれも砂質シルト岩であった．
また，原田（2009）によればこの露頭のシルト岩には径
15 cm程度の角礫が含まれる．高橋・柳沢（2004）は，荒
川層の最上部は塊状の珪藻質シルト岩からなり，市ノ川
層はシルト岩と砂岩の互層や不淘汰角礫岩からなるとし
た．六地蔵の露頭の岩相はどちらかというと市ノ川層に
類似することから，周辺に露出する砂岩や礫岩と合わせ
て市ノ川層に対比される可能性が高い．

謝辞：本研究は，産業技術総合研究所地質調査総合セン
ターが発行する5万分の1地質図幅「川越」地域を作成す
るための調査の一環として行われたものである．東松山
市文化財専門調査員の原田吉樹氏には，珪藻化石分析用
の試料を提供していただいた．地質情報研究部門の柳沢
幸夫博士には草稿に対して貴重なコメントをいただいた．
担当編集委員の持丸華子博士および査読者の渡辺真人博
士による有意義なコメントは原稿を改善する上で大変有
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Table1

Taxa / Sample number no.1 no.2

Actinocyclus ingens Rattray 1890 - 2

Actinocyclus ingens  f. planus  Whiting & Schrader 1985 24 29

Actinoptychus senarius  (Ehrenberg) Ehrenberg 1843 3 5

Cavitatus jouseanus  (Sheshukova) Williams 1989 + -

Cavitatus lanceolatus  Akiba & Hiramatsu 1993 14 9

Cocconeis  sp. 1 -

Coscinodiscus  cf. lewisianus  Greville 1866 - 1

Denticulopsis ichikawae  Yanagisawa & Akiba 1990 + 2

Denticulopsis lauta  (Bailey) Simonsen 1979 15 6

Grammatophora  sp. 1 -

Kisseleviella  sp. + -

Melorisa  (?) sp. - 1

Paralia sulcata (Ehrenberg) Cleve 1873 9 7

Rhaphidodiscus  sp. 1 -

Rhaphoneis gemmifera  Ehrengerg 1844 - +

Thalassionema  spp. 32 37

Thalassiosira  sp. - 1

Total nunber of valves counted 100 100

Resting spore of Chaetoceros 9 19

+: spiceies encountered after the routine count, -: absent

第1表  越生町六地蔵の珪藻化石産出表

Table 1  Occurrence of diatoms in sandy siltstone samples collected from 
Rokujizo, Ogose Town, Saitama Prefecture, Japan.
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図版1  越生町六地蔵から産出した珪藻化石

Plate 1  Fossil diatoms in the sandy siltstone samples collected from Rokujizo, Ogose Town, 
Saitama Prefecture, Japan.

1–3 Denticulopsis lauta (Bailey) Simonsen [no.1]

4–5 Denticulopsis ichikawae Yanagisawa & Akiba [4: no.1, 5: no.2]

6 Rhaphidodiscus sp. [no.1]

7 Melorisa (?) sp. [no.2]

8 Rhaphoneis gemmifera Ehrenberg [no.2]

9–11 Cavitatus lanceolatus Akiba & Hiramatsu [9, 10: no.1, 11: no.2]

12–16 Thlassionema spp. [no.1]: 12–14: T. nitzschioides (Grunow) Mereschkowsky, 15: T. cf. 

hirosakiensis (Kanaya) Schrader, 16: T. cf. nitzschioides (Grunow) Mereschkowsky.

17 Grammatophora sp. [no.1]

18–19 Actinoptychus senarius (Ehrenberg) Ehrenberg [no.2]

20–21 Paralia sulcata (Ehrenberg) Cleve [20: no.2, 21: no.1]

22–23 Actinocyclus ingens f. planus Whiting & Schrader [no.1]

24–25 Coscinodiscus cf. lewisianus Greville [no.2]


